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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第１四半期連結
累計期間

第22期
第１四半期連結
累計期間

第21期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 360,836 261,681 1,833,733

経常損失（△） （千円） △131,318 △73,405 △163,193

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △132,437 △78,207 △391,850

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △129,760 △81,506 △381,606

純資産額 （千円） 2,834,544 2,512,840 2,582,697

総資産額 （千円） 3,933,834 3,634,358 3,774,255

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △14.15 △8.36 △41.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.0 63.8 63.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、１株当たり四半期(当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項

（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社フュートレック(E05535)

四半期報告書

 2/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の状況

当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しております。当第１四半期連結累計期間の売上高等はその影響により変動しておりま

す。そのため、以下の経営成績に関する説明は、増減額及び前年同期比（％）を記載しておりません。詳細につい

ては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種は進んでお

りますが、より感染力の強い変異株の拡大とみられる感染者数の増加傾向が続いており、度重なる緊急事態宣言が

発出されるなど依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のなか、当社グループは、グループ内における新型コロナウイルス感染リスク低減を図りつつ、

音声認識事業分野とＣＲＭ事業分野を含む「ソフトウエア開発・ライセンス事業」を中心に、各事業の強化に努め

ました。

「ソフトウエア開発・ライセンス事業」に属する音声認識事業分野におきましては、2021年３月期において開発

に注力した新しい技術・商材の拡販及び協業先の拡大に努めました。その成果の一つとして、当第１四半期連結会

計期間に当社の音声認識vGate ASR2がユニロボット株式会社の提供する「unirobot cloud　自動応答AIサービス」

に採用されました。また、新たな協業先として、スマートマスク「C-FACE」を販売するドーナッツ ロボティクス

株式会社と、業務提携契約を締結いたしました。

同じく「ソフトウエア開発・ライセンス事業」に属するＣＲＭ事業分野におきましては、2021年３月期より売上

が延伸している「新Visionary」の大型案件の納品に特に注力いたしました。なお、本件につきましては、2021年

７月15日に公表いたしました「延伸していた大型案件の売上計上に関するお知らせ（開示事項の経過）」のとお

り、７月に納品が完了いたしました。

「映像制作・メディア事業」におきましては、新たな投資を行わず、既存業務の効率を高めることにより利益の

最大化に努めました。

なお、2022年３月期より「収益認識に関する会計基準」等の適用により、同事業に属するメディアジャパンエー

ジェンシー株式会社（以下「メディアジャパンエージェンシー」）の主業務である広告代理店業務の売上高の定義

が変わりましたため、「映像制作・メディア事業」の売上高は前第１四半期連結会計期間より大きく減少しており

ます。また、2021年７月15日に公表いたしました「連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ」のとおり、

2022年３月期よりメディアジャパンエージェンシーの連結業績への影響が軽微となったことを考慮し、グループ中

核事業への経営資源集中の強化を目的として、メディアジャパンエージェンシーの全株式を株式会社エムテツク

サービスに譲渡し、非子会社化することといたしました。

当社グループの当第１四半期連結累計期間における経営成績としましては、売上高は261,681千円（前年同四半

期は360,836千円）、営業損失は72,925千円（前年同四半期は営業損失132,990千円）、経常損失は73,405千円（前

年同四半期は経常損失131,318千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は78,207千円（前年同四半期は親会社

株主に帰属する四半期純損失132,437千円）となりました。

 

セグメントごとの当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、次のとおりであります。

 
セグメントの名称

 

第21期
第１四半期連結累計期間

（千円）

第22期
第１四半期連結累計期間

（千円）

増減
（千円）

ソフトウエア開発・ライセンス事業 155,738 192,173 36,434

映像制作・メディア事業 202,727 67,112 △135,614

その他事業 2,369 2,395 25

売上高合計 360,836 261,681 △99,154

①ソフトウエア開発・ライセンス事業（音声認識事業分野、ＣＲＭ事業分野、システム開発事業分野）

売上高は192,173千円（前年同四半期は155,738千円）、営業損失は73,502千円（前年同四半期は営業損失

111,665千円）となりました。

音声認識事業分野の売上高は75,812千円（前年同四半期は61,757千円）となりました。前第１四半期連結累計期

間と比較し、主に受託業務とサポートサービスに係る売上が「収益認識に関する会計基準」等の適用の影響も含め

増加したことによるものであります。
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ＣＲＭ事業分野の売上高は103,222千円（前年同四半期は84,734千円）となりました。前第１四半期連結累計期

間と比較し、主に既存案件のカスタマイズ業務に係る売上及び顧客増加による使用料収入が「収益認識に関する会

計基準」等の適用の影響も含め増加したことによるものであります。

②映像制作・メディア事業（映像制作・メディア事業分野）

売上高は67,112千円（前年同四半期は202,727千円）、営業損失は769千円（前年同四半期は営業損失22,379千

円）となりました。「収益認識に関する会計基準」等の適用により、前第１四半期連結累計期間と比較して、広告

代理店業務の売上が減少しました。また、前第１四半期連結累計期間には新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊

急事態宣言発出をうけ、特に映像制作事業において、各テレビ局の活動自粛や各企業の広告宣伝意欲の減退等の影

響で売上高、営業利益が減少いたしましたが、当第１四半期連結累計期間においては、徐々に受注及び事業活動が

回復していることに加え、前連結会計年度において、のれんの減損処理を行ったことによってのれん償却費が減少

しましたため、前第１四半期連結累計期間と比較し、営業利益が改善しました。

③その他事業（上記を含まないその他事業分野）

売上高は2,395千円（前年同四半期は2,369千円）、営業利益は1,346千円（前年同四半期は1,054千円）となりま

した。

 

（２）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ139,896千円減少し、3,634,358千円と

なりました。

総資産の内訳は、流動資産が2,943,345千円（前連結会計年度末比211,835千円減）、固定資産が691,013千円

（同71,938千円増）であります。流動資産の主な変動要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少190,309千

円、流動資産のその他の減少22,840千円によるものであり、固定資産の主な変動要因は、ソフトウエア仮勘定の増

加60,789千円、投資その他の資産のその他の増加8,210千円によるものであります。

負債の部では、流動負債が252,620千円（同55,252千円減）、固定負債が868,897千円（同14,787千円減）であり

ます。

流動負債の主な変動要因は、買掛金の減少31,156千円、未払法人税等の減少3,243千円、流動負債のその他の減

少16,064千円によるものであり,固定負債の主な変動要因は、長期借入金の減少13,940千円であります。

純資産の部では、利益剰余金の減少66,558千円等により2,512,840千円（同69,857千円減）となりました。

 

（３）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

（資金調達の方法及び状況）

当社グループの運転資金につきましては、自己資金で対応することを原則としております。また、必要な資

金は銀行等金融機関からの借入により調達しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末の有利子負債残高は970,000千円となっております。

（資金需要の動向）

当社グループの運転資金需要の主なものは、売掛金、買掛金の回転期間差異に基づく運転資金及び研究開発

資金であります。運転資金については自己資金により対応できておりますが、大規模な設備投資や研究開発へ

の投資の必要性が生じた場合に機動的な対応を可能とするため、一定の流動性資金が必要と判断し金融機関か

らの借入を行っております。

 

（４）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度における仮定から重要な変更はありません。

 

（６）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（７）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は1,741千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 31,744,000

計 31,744,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(2021年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(2021年８月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,504,200 9,504,200
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 9,504,200 9,504,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 9,504,200 － 733,979 － 932,204

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 146,400 － 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,354,800 93,548 単元株式数 100株

単元未満株式 普通株式 3,000 － －

発行済株式総数  9,504,200 － －

総株主の議決権  － 93,548 －

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フュートレック
大阪市淀川区西中島

六丁目１番１号
146,400 － 146,400 1.54

計 － 146,400 － 146,400 1.54

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から

2021年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,437,123 2,446,588

受取手形及び売掛金 381,818 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 191,509

有価証券 200,000 200,000

仕掛品 11,438 2,437

その他 126,246 103,405

貸倒引当金 △1,446 △595

流動資産合計 3,155,180 2,943,345

固定資産   

有形固定資産 33,099 41,389

無形固定資産   

ソフトウエア 66,958 65,152

ソフトウエア仮勘定 306,675 367,464

無形固定資産合計 373,633 432,617

投資その他の資産   

投資有価証券 171,473 167,991

繰延税金資産 145 82

その他 40,722 48,932

投資その他の資産合計 212,340 217,006

固定資産合計 619,074 691,013

資産合計 3,774,255 3,634,358

負債の部   

流動負債   

買掛金 77,311 46,155

短期借入金 100,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 5,796 2,400

未払法人税等 9,293 6,049

賞与引当金 2,921 1,529

その他 112,551 96,486

流動負債合計 307,872 252,620

固定負債   

長期借入金 881,540 867,600

繰延税金負債 2,144 1,297

固定負債合計 883,684 868,897

負債合計 1,191,557 1,121,517

純資産の部   

株主資本   

資本金 733,979 733,979

資本剰余金 920,215 920,215

利益剰余金 801,299 734,740

自己株式 △70,014 △70,014

株主資本合計 2,385,478 2,318,920

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,943 △683

その他の包括利益累計額合計 1,943 △683

非支配株主持分 195,276 194,603

純資産合計 2,582,697 2,512,840

負債純資産合計 3,774,255 3,634,358
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 360,836 261,681

売上原価 305,072 187,063

売上総利益 55,763 74,618

販売費及び一般管理費 188,753 147,543

営業損失（△） △132,990 △72,925

営業外収益   

受取利息 40 21

受取配当金 400 540

為替差益 158 71

助成金収入 2,000 －

その他 786 210

営業外収益合計 3,385 843

営業外費用   

支払利息 1,713 1,323

営業外費用合計 1,713 1,323

経常損失（△） △131,318 △73,405

特別損失   

固定資産除却損 － 3,832

特別損失合計 － 3,832

税金等調整前四半期純損失（△） △131,318 △77,238

法人税、住民税及び事業税 2,238 3,620

法人税等調整額 1,851 △1,979

法人税等合計 4,089 1,641

四半期純損失（△） △135,408 △78,880

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,970 △672

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △132,437 △78,207
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純損失（△） △135,408 △78,880

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,648 △2,626

その他の包括利益合計 5,648 △2,626

四半期包括利益 △129,760 △81,506

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △126,789 △80,833

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,970 △672
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、映像制作・メディア事業の主要な取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として

認識していましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について

は、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしています。また、カスタマ

イズ及び受託業務に係るプロジェクトのうち、進捗部分について成果の確実性が認められるプロジェクトには工事進

行基準を、それ以外のプロジェクトには工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より、一

定の期間にわたり充足される履行義務は、極めて期間が短いものを除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積もり、

当該進捗度に基づき収益を一定期間にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、成果物に対する支配が顧客に

移転した時点で収益を認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積もり方法は、見積総原価に対す

る発生原価の割合（インプット法）で算出しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計基準を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は36,504千円減少し、売上原価は48,774千円減少し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ12,270千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

11,649千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示してお

ります。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示

方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020

年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の影響）

新型コロナウイルス感染症の拡大による当社グループの経営成績への影響について、感染拡大の収束時期等を正確

に予測することは困難な状況にありますが、感染拡大も徐々に収束し、経済活動の再開に伴い緩やかに回復すると想

定しており、前連結会計年度における仮定から重要な変更は行っておりません。

なお、新型コロナウイルス感染症の収束が遅延し、経済活動にも長期的に重要な影響を与える場合には、当社グ

ループの財政状態及び経営成績に大きな影響を及ぼす可能性があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの

償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

減価償却費 20,788千円 14,271千円

のれんの償却額 7,783千円 －千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日

定時株主総会
普通株式 28,073 3.00 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
ソフトウエア開発・
ライセンス事業

映像制作・
メディア事業

その他事業 調整額
合計
（注）

売上高      

外部顧客への売上高 155,738 202,727 2,369 － 360,836

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － －

計 155,738 202,727 2,369 － 360,836

セグメント利益又は損失（△） △111,665 △22,379 1,054 － △132,990

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 
ソフトウエア開発・
ライセンス事業

映像制作・
メディア事業

その他事業 調整額
合計
（注）

売上高      

外部顧客への売上高 192,173 67,112 2,395 － 261,681

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － － － －

計 192,173 67,112 2,395 － 261,681

セグメント利益又は損失（△） △73,502 △769 1,346 － △72,925

（注）セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から「収益認識に関する会計基準」

（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セ

グメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、「ソフトウエア開発・ライセンス事業」の売上高は51,506千円増加

し、セグメント利益は12,270千円増加しております。「映像制作・メディア事業」の売上高は88,010千円減少し

ておりますが、売上原価が同額減少しており、セグメント利益に影響はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他 合計ソフトウエア
開発・ライセ
ンス事業

映像制作・
メディア事
業

その他事業 計

ライセンス提供 24,999 － － 24,999 － 24,999

カスタマイズ及び受託 50,339 － － 50,339 － 50,339

製品販売 76,871 － 2,395 79,267 － 79,267

サービスサポート 39,963 － － 39,963 － 39,963

人材派遣 － 8,940 － 8,940 － 8,940

映像制作 － 36,921 － 36,921 － 36,921

広告サービス － 21,250 － 21,250 － 21,250

顧客との契約から生じる収
益

192,173 67,112 2,395 261,681 － 261,681

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 192,173 67,112 2,395 261,681 － 261,681

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △14円15銭 △8円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△132,437 △78,207

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（千円）
△132,437 △78,207

普通株式の期中平均株式数（株） 9,357,740 9,357,740

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（子会社株式の譲渡）

当社の連結子会社（完全子会社）であるメディアジャパン株式会社（以下、「メディアジャパン」）が100％保

有する、メディアジャパンエージェンシー株式会社（以下、「メディアジャパンエージェンシー」）の全株式を株

式会社エムテツクサービス（以下、「エムテツクサービス」）に2021年８月２日付で譲渡いたしました。

なお、本件株式譲渡に伴い、メディアジャパンエージェンシーは当社の連結子会社より除外されることとなりま

す。

 

１．株式譲渡の理由

当社グループは、「ソフトウエア開発・ライセンス事業」、「映像制作・メディア事業」と「その他事業」の

３つの事業セグメントを有しており、「ソフトウエア開発・ライセンス事業」を中核事業と位置付けて経営資源

の集中を図っております。

メディアジャパンエージェンシーは、「映像制作・メディア事業」のセグメントに属し、広告代理店業を主業

務としておりますが、その業績は年々下降しております。当社グループは中核事業への経営資源の集中を進める

中で、メディアジャパンエージェンシーの新規顧客獲得による業績向上活動と並行して、譲渡先の検討を進めて

おりました。

メディアジャパンエージェンシーの売上高は、2021年３月期の当社連結決算においては、当社連結売上高の約

30％を占めておりましたが、2022年３月期より会計基準の変更により広告代理店業の売上高の定義が変更となる

ため、2021年５月11日開示の決算短信の中で記載しております2022年３月期の連結業績予想の売上高に占める割

合は、５％以下であります。

メディアジャパンエージェンシーの株式譲渡による連結業績への影響が軽微となったことを考慮し、グループ

中核事業への経営資源集中の強化が企業価値向上に資すると判断し、メディアジャパンエージェンシー株式を譲

渡することといたしました。

 

２．株式譲渡の相手先の名称

株式会社エムテツクサービス

 

３．株式譲渡日

2021年８月２日

 

４．当該子会社の名称、事業内容及び当社との取引関係

①名称　　　　　　　　　 ：メディアジャパンエージェンシー株式会社

②事業の内容　　　　　　 ：テレビ番組の企画・制作・放映業務、ＣＭの企画・制作業務等

③当社との取引関係      ：特筆すべき取引関係はありません。

 

５．譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡後の所有株式数

①譲渡株式数　　　　　 ：60株（議決権所有割合：100％）

②譲渡価額　　　　　　 ：譲渡価額につきましては、相手先の意向により、株式譲渡契約書における守秘義

務を踏まえ開示を控えさせていただきますが、公正なプロセスを経た相手先との

交渉、及び当該子会社の直近の業績や経営状態、並びに今後の業績見通し等を総

合的に勘案して決定しており、公正な価額であると認識しております。

③譲渡後の所有株式数  ：－株（議決権所有割合：－％）

 

６．当該子会社が含まれていた報告セグメントの名称

映像制作・メディア事業

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2021年８月５日

株式会社フュートレック    

 

 取締役会 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 大阪事務所  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士  目細  実

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士  井尾 武司

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フュート

レックの2021年4月1日から2021年6月30日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2021年4月1日から2021年6月30

日まで）及び第1四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フュートレック及び連結子会社の2021年6月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

　・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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